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本号から学際領域学科における取組について掲載します。今回は（１）学際領域学科に

おけるカリキュラムや教育方法等の特色・魅力ある先進的な教育の内容についてお知らせ

します。

１ 取組の目的

「探究のプロセス」を複数回繰り返す実習、教科間連携、科学への芸術分野か

らのアプローチ等、主体性や創造性の育成、気付きや多角的な視点の獲得に特化

した探究の講座を開発、実施することで、先鋭的な領域へ挑戦しうる研究者とし

ての資質・能力を育成する。

２ 主な取組

「総合的な探究の時間」及び学校設定教科に関する科目における「探究活動」

３ 取組の特色

（１）選択した領域内で生徒自らがテーマを設定する探究活動の実施

（２）釧路湖陵高校として継続的に取り組むべき領域（釧路湿原、釧路市街地の

活性化、津波・防災）で釧路総合振興局等、地域の関係機関と連携する地域探

究活動の実施

【探究領域の例】

分類番号 領域 備考

１ 環境科学系

（生物多様性、エネルギー資源等） ・選択した領域内で生徒がテ

２ 人間科学系（医療・健康、心理等） ーマを設定

３ 生活科学系 ・特定の学問領域にとどまる

（歴史・文化、エコロジー等） ものではなく、必要に応じ

４ 国際理解系 て領域を超えて研究する

（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ、異文化理解等）

５ 現代課題系（人権・福祉、平和等）

６ 情報科学系

（ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾃｸﾉﾛｼﾞｰ等）

７ 釧路湿原（環境系含む） ・釧路湖陵高校として継続的

８ 津波・防災 に取り組むべき領域

９ 釧路市街地の活性化


